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図 1 　PEMEC アルゴリズム［文献（10）P.14より引用］
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図 2 　スライドの例［胸痛症例で用いたスライドから一部抜粋］

















　アンケートは、プログラム自体に関する質問 7 問、グループ学習に関する質問 4 問、そして
能動的学習態度に関する質問 4 問の計15問から構成し、﹁ 1 ．全くあてはまらない、 2 ．あまり
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Q 1 ．今回のプログラムは満足いくものであった 48 4 4-5 5 3
Q 2 ．今回のプログラムは自身の学習意欲を高めた 48 5 4-5 5 2
Q 3 ． 今回のプログラムで各疾患の症状や病態について
の理解が深まった
48 5 4-5 5 3
Q 4 ． 今回のプログラムは臨床推論能力（考える力）の向
上に役立った
48 5 4-5 5 4
Q 5 ． 今回のプログラムで論理的に問題を解決すること
ができるようになった
48 5 4-5 5 3
Q 6 ． 今回のプログラムで国家試験に向けてのモチベー
ションが高まった
48 5 4-5 5 3
Q 7 ．各コマの時間配分は適切であった 48 4 4-5 5 2
Ⅱ．グループ学習に関する質問
Q 8 ．グループ学習は自己学習にいい影響を与えた 48 5 4.25-5 5 2
Q 9 ．知識や情報をグループで共有できた 48 5 4-5 5 4
Q10． グループ学習がより良くなるように協力および工
夫をした
48 5 4-5 5 3
Q11．ディスカッションでは異なる意見の立場に配慮した 48 4 4-5 5 2
Ⅲ．能動的学習態度に関する質問
Q12．実習では積極的にディスカッションに参加した 48 5 4-5 5 3
Q13．ディスカッションでは進んで意見をまとめた 48 4 3-5 5 1
Q14．実習後に関連のある文献や資料を積極的に調べた 48 4 3-4 5 1























2 3 4 5
満足度＊
3 1 1 2 0
P < 0.014 0 5 9 7
5 0 0 4 19
今回のプログラムで各疾患の症状や病態に
ついての理解が深まった＊ 有意差
2 3 4 5
満足度＊
3 0 1 2 1
P < 0.014 0 0 10 11
5 0 0 3 20
今回のプログラムは臨床推論能力（考える力）の
向上に役立った＊ 有意差
2 3 4 5
満足度＊
3 0 0 3 1
P ＝ 0.0544 0 0 10 11
5 0 0 5 18
今回のプログラムで論理的に問題を解決する
ことができるようになった＊ 有意差
2 3 4 5
満足度＊
3 0 0 2 2
P < 0.054 0 3 10 8
5 0 1 3 19





2 3 4 5
満足度＊
3 0 2 2 0
P < 0.014 0 3 10 8
5 0 2 4 17
各コマの時間配分は適切であった＊
有意差
2 3 4 5
満足度＊
3 0 1 2 1
P ＝ 0.574 1 3 13 4




2 3 4 5
満足度＊
3 0 0 1 3
P < 0.054 1 4 5 11
5 0 0 1 22
知識や情報をグループで共有できた＊
有意差
2 3 4 5
満足度＊
3 0 0 1 3
P ＝ 0.074 0 0 9 12
5 0 0 3 20
グループ学習がより良くなるように協力および
工夫をした＊ 有意差
2 3 4 5
満足度＊
3 0 0 2 2
P ＝ 0.114 0 2 8 11
5 0 0 4 19
ディスカッションでは異なる意見の立場に
配慮した＊ 有意差
2 3 4 5
満足度＊
3 0 1 1 2
P < 0.054 1 4 11 5
5 0 1 6 16





1 2 3 4 5
満足度＊
3 0 0 0 4 0
P < 0.014 0 0 2 10 9
5 0 0 1 4 18
ディスカッションでは進んで意見をまとめた＊
有意差
1 2 3 4 5
満足度＊
3 0 0 3 1 0
P < 0.014 1 1 9 9 1
5 0 1 4 6 12
実習後に関連のある文献や資料を積極的に調べた＊
有意差
1 2 3 4 5
満足度＊
3 1 1 1 1 0
P ＝ 0.244 1 5 4 10 1
5 0 2 4 12 5
学生主体で症例を進めていくことは学習効果を
高めた＊ 有意差
1 2 3 4 5
満足度＊
3 0 1 0 1 2
P < 0.014 0 0 1 13 7







（図 4 ）。そこで40点未満（n = 26）、40点以上（n = 22）の 2 つの得点群に学生を分け、各質問項目
に対する回答と、学生の満足度の関連性を検討した。その結果、﹁今回のプログラムは自身の
学習意欲を高めた﹂（P < 0.05）、﹁ディスカッションでは進んで意見をまとめた﹂（P < 0.05）、 
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